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論文要旨： 
健常男性 9 名を対象とし、食事負荷前の空腹時および食事負荷（固形サプリメント 800kcal）後から 5、
15、30、45、65、85 分後に腹腔動脈分岐部上部の腹大動脈血流量および両下肢大腿動脈血流量を超音波
ドプラ法により測定した。腹大動脈血流量から両下肢大腿動脈血流量を差し引いた値を腹部臓器の総血
流量（包括的腹部臓器血流量）と定義した。同時に上腕動脈の血圧および心拍数も計測した。 
腹大動脈血流量は、食事負荷後 15 分から 45 分まで有意（P<0.05）に増加し、右大腿動脈血流量も負荷
後 15 分において有意に増加した。包括的腹部臓器血流量は、食事負荷後 15 分後に有意に増加し（平均
変化量は 887mL/min）、その後は徐々に低下した。腹大動脈血流量と包括的腹部臓器血流量（r=0.99, 
P<0.0001）および両下肢大腿動脈血流量（r=0.91, P<0.01）には、有意な相関が認められた。血圧および
心拍数は、食事負荷により有意に変化しなかった。 
食事負荷後持続的に増加した包括的腹部臓器血流量は、腹大動脈血流量に強く依存した。また血圧の変
化が認められなかったことから、食事後の一回心拍出量の増加や腹腔動脈、上下腸間膜動脈の内蔵血管
床の拡張に伴う血流増加を反映していると推測された。本研究で用いた包括的腹部臓器血流動態測定法
は、食事負荷に伴う腹部臓器血流の経時的変化を検証するのに有用であることが示唆された。 
 
審査過程：  
１． 測定の原理、実験計画のたて方、具体的な実験方法についての質問に適切に回答した。 
２． 測定の再現性について、同一験者による測定により誤差が小さいと述べた。 
３． 摂取カロリーを 800kcal とした理由と、より高いカロリーで予測される結果について回答した。 
４． 各動脈の血流を別々に測定する場合との考えられる違いを説明することができた。 
５． 研究の臨床的意義について説明することができた。 
６． 今後の研究の展開について、述べることができた。 
 
価値判定： 
本研究は、超音波ドプラ法により腹部臓器の総血流量（包括的腹部臓器血流量）を測定し、食事負荷後
に腹部大動脈の血流が増加するのに伴って腹部臓器の血流が増加することを示した。本研究で用いた包
括的腹部臓器血流動態測定法は、腹部臓器血流の経時的変化を非侵襲的に検証するのに有用であり、学
位論文としての価値を認めた。 
 
